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(57)【要約】
【課題】遅延時間固定区間と並行してＩＰネットワーク
を介して伝送レートが一定であるＴＳパケットを送信す
る場合に、ＩＰネットワークにおけるＴＳパケットの遅
延時間を遅延時間固定区間におけるＴＳパケットの遅延
時間に合わせるように調整する。
【解決手段】本発明に係るＩＰネットワーク受信装置３
０は、ＩＰネットワーク６を介してＴＳパケットを受信
するように構成されている受信部３１と、遅延時間固定
区間３におけるＴＳパケットの遅延時間とＩＰネットワ
ーク６におけるＴＳパケットの遅延時間とに基づいて、
１つのＩＰパケット内に入れるＴＳパケットの数、及び
、前方誤り訂正処理用のパリティを付与するために作成
するマトリクスのサイズを算出するように構成されてい
る算出部３３と、ＩＰネットワーク送信装置１０に対し
て、ＴＳパケットの数及びマトリクスのサイズを送信す
るように構成されている送信部３４とを具備する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遅延時間固定区間と並行してＩＰネットワークを介してＴＳパケットを送信するように
構成されている放送システムで用いられるＩＰネットワーク受信装置であって、
　前記ＩＰネットワークを介して前記ＴＳパケットを受信するように構成されている受信
部と、
　前記遅延時間固定区間における前記ＴＳパケットの遅延時間と前記ＩＰネットワークに
おける前記ＴＳパケットの遅延時間とに基づいて、１つのＩＰパケット内に入れる前記Ｔ
Ｓパケットの数、及び、前方誤り訂正処理用のパリティを付与するために作成するマトリ
クスのサイズを算出するように構成されている算出部と、
　前記放送システムで用いられるＩＰネットワーク送信装置に対して、前記ＴＳパケット
の数及び前記マトリクスのサイズを送信するように構成されている送信部とを具備するこ
とを特徴とするＩＰネットワーク受信装置。
【請求項２】
　前記ＴＳパケットに含まれているＮＳＩ情報に基づいて、前記遅延時間固定区間におけ
る前記ＴＳパケットの遅延時間及び前記ＩＰネットワークにおけるＴＳパケットの遅延時
間を測定するように構成されている測定部をさらに具備することを特徴とする請求項１に
記載のＩＰネットワーク受信装置。　
【請求項３】
　前記ＴＳパケットに含まれているＮＳＩ情報に基づいて、前記遅延時間固定区間におけ
る前記ＴＳパケットの遅延時間を測定し、前記ＩＰネットワーク送信装置及び前記ＩＰネ
ットワーク受信装置に入力されたＧＰＳ基準信号に基づいて、前記ＩＰネットワークにお
けるＴＳパケットの遅延時間を測定するように構成されている測定部をさらに具備するこ
とを特徴とする請求項１に記載のＩＰネットワーク受信装置。
【請求項４】
　前記ＩＰネットワーク送信装置及び前記ＩＰネットワーク受信装置に入力されたＧＰＳ
基準信号に基づいて、前記ＩＰネットワークにおけるＴＳパケットの遅延時間を測定する
ように構成されている測定部をさらに具備し、
　前記算出部は、前記測定部によって測定された前記ＩＰネットワークにおけるＴＳパケ
ットの遅延時間と共に、手動で設定された前記遅延時間固定区間における前記ＴＳパケッ
トの遅延時間に基づいて、前記ＴＳパケットの数及び前記マトリクスのサイズを算出する
ように構成されていることを特徴とする請求項１に記載のＩＰネットワーク受信装置。
【請求項５】
　遅延時間固定区間と並行してＩＰネットワークを介してＴＳパケットを送信するように
構成されている放送システムで用いられるＩＰネットワーク送信装置であって、
　前記放送システムで用いられるＩＰネットワーク受信装置から受信した情報に基づいて
、１つのＩＰパケット内に入れる前記ＴＳパケットの数、及び、前方誤り訂正処理用のパ
リティを付与するために作成するマトリクスのサイズを設定するように構成されている設
定部を具備することを特徴とするＩＰネットワーク送信装置。
【請求項６】
　遅延時間固定区間と並行してＩＰネットワークを介してＴＳパケットを送信するように
構成されている放送システムで用いられるＩＰネットワーク送信装置であって、
　前記放送システムで用いられるＩＰネットワーク受信装置から受信した前記遅延時間固
定区間における前記ＴＳパケットの遅延時間と前記ＩＰネットワークにおける前記ＴＳパ
ケットの遅延時間とに基づいて、１つのＩＰパケット内に入れる前記ＴＳパケットの数、
及び、前方誤り訂正処理用のパリティを付与するために作成するマトリクスのサイズを算
出して設定するように構成されている設定部を具備することを特徴とするＩＰネットワー
ク送信装置。
【請求項７】
　遅延時間固定区間と並行してＩＰネットワークを介してＴＳパケットを送信するように
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構成されている放送システムであって、
　ＩＰネットワーク送信装置及びＩＰネットワーク受信装置を具備しており、
　前記ＩＰネットワーク受信装置は、
　　前記ＩＰネットワークを介して前記ＴＳパケットを受信するように構成されている受
信部と、
　　前記遅延時間固定区間における前記ＴＳパケットの遅延時間と前記ＩＰネットワーク
における前記ＴＳパケットの遅延時間とに基づいて、１つのＩＰパケット内に入れる前記
ＴＳパケットの数、及び、前方誤り訂正処理用のパリティを付与するために作成するマト
リクスのサイズを算出するように構成されている算出部と、
　　前記ＩＰネットワーク送信装置に対して、前記ＴＳパケットの数及び前記マトリクス
のサイズを送信するように構成されている送信部とを具備しており、
　前記ＩＰネットワーク送信装置は、
　　前記ＩＰネットワーク受信装置から受信した前記ＴＳパケットの数及び前記マトリク
スのサイズを設定するように構成されている設定部を具備することを特徴とする放送シス
テム。
【請求項８】
　遅延時間固定区間と並行してＩＰネットワークを介してＴＳパケットを送信するように
構成されている放送システムであって、
　ＩＰネットワーク送信装置及びＩＰネットワーク受信装置を具備しており、
　前記ＩＰネットワーク受信装置は、
　　前記ＩＰネットワークを介して前記ＴＳパケットを受信するように構成されている受
信部と、
　　前記ＩＰネットワーク送信装置に対して、前記遅延時間固定区間における前記ＴＳパ
ケットの遅延時間と前記ＩＰネットワークにおける前記ＴＳパケットの遅延時間を送信す
るように構成されている送信部とを具備しており、
　前記ＩＰネットワーク送信装置は、
　　前記ＩＰネットワーク受信装置から受信した前記遅延時間固定区間における前記ＴＳ
パケットの遅延時間と前記ＩＰネットワークにおける前記ＴＳパケットの遅延時間とに基
づいて、１つのＩＰパケット内に入れる前記ＴＳパケットの数、及び、前方誤り訂正処理
用のパリティを付与するために作成するマトリクスのサイズを算出して設定するように構
成されている設定部を具備することを特徴とする放送システム。
【請求項９】
　ＩＰネットワークを介してＩＰネットワーク送信装置からＴＳパケットを受信するよう
に構成されている受信部と、
　前記ＩＰネットワークにおける前記ＴＳパケットの遅延時間に基づいて、１つのＩＰパ
ケット内に入れる前記ＴＳパケットの数、及び、前方誤り訂正処理用のパリティを付与す
るために作成するマトリクスのサイズを算出するように構成されている算出部と、
　前記ＩＰネットワーク送信装置に対して、前記ＴＳパケットの数及び前記マトリクスの
サイズを送信するように構成されている送信部とを具備することを特徴とするＩＰネット
ワーク受信装置。
【請求項１０】
　ＩＰネットワークを介してＩＰネットワーク受信装置に対してＴＳパケットを送信する
ように構成されている送信部と、
　前記ＩＰネットワーク受信装置から受信した前記ＩＰネットワークにおける前記ＴＳパ
ケットの遅延時間に基づいて、１つのＩＰパケット内に入れる前記ＴＳパケットの数、及
び、前方誤り訂正処理用のパリティを付与するために作成するマトリクスのサイズを算出
して設定するように構成されている設定部を具備することを特徴とするＩＰネットワーク
送信装置。
【請求項１１】
　コンピュータを、請求項１～４及び９のいずれか一項に記載のＩＰネットワーク受信装
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置として機能させるためのプログラム。
【請求項１２】
　コンピュータを、請求項５、６又は１０のいずれか一項に記載のＩＰネットワーク送信
装置として機能させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＩＰネットワーク受信装置、ＩＰネットワーク送信装置、放送システム及び
プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ブロードバンドインフラの普及により、ＩＰ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃ
ｏｌ）ネットワークを介して映像コンテンツや音声コンテンツを伝送することが多くなっ
てきている。
【０００３】
　かかる場合、一般的に、圧縮したコンテンツである「ＭＰＥＧ-２　ＴＳ信号」を複数
まとめて１個のＩＰパケットに入れて伝送する方法（カプセル化）が用いられている。
【０００４】
　ＩＰネットワークにおいては、ＩＰパケット損失が発生するため伝送品質の完全な保証
が難しい。そのため、ＩＰネットワーク上で失われた情報を復元するために、前方誤り訂
正（ＦＥＣ：Ｆｏｒｗａｒｄ　Ｅｒｒｏｒ　Ｃｏｒｒｅｃｔｉｏｎ）処理や再送要求（Ａ
ＲＱ：Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　ｒｅＱｕｅｓｔ）処理等が用いられている。
【０００５】
　ＩＰネットワークを介した映像コンテンツや音声コンテンツの伝送では、誤り訂正処理
として「Ｐｒｏ-ＭＰＥＧ　ＦＥＣ」方式が用いられることが多い。　かかる「Ｐｒｏ-Ｍ
ＰＥＧ　ＦＥＣ」方式では、送信側で、誤り訂正処理用のパリティを追加して伝送し、受
信側で、かかるパリティに基づいて失われたパケットを再現する前方誤り訂正（ＦＥＣ）
処理 が用いられている。
【０００６】
　かかるＩＰネットワークを介した映像コンテンツや音声コンテンツの伝送では、ＩＰネ
ットワークにおける伝送遅延の他、ＦＥＣ処理のための伝送遅延等が発生する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００９-２１２８７６号公報
【特許文献２】特開２０１３-２０７３１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　映像コンテンツや音声コンテンツの伝送では、多少の伝送遅延は許容されることが多い
が、利用形態によっては遅延時間を正確に管理する必要がある。
【０００９】
　特に、地上デジタル放送ネットワーク用としてＩＰネットワークを介した伝送が使用さ
れる場合は、中継ネットワークのＳＦＮ（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｎｅｔｗ
ｏｒｋ）構成のために厳密な遅延時間の管理が必要となる。
【００１０】
　しかしながら、地上デジタル放送用のネットワークとしてＩＰネットワークが使用され
る場合、ＩＰネットワークにおいて厳密な遅延時間の管理ができないため、ＩＰネットワ
ークにおけるＴＳ（Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｓｔｒｅａｍ）パケットの遅延時間が必要な固
定の伝送遅延時間を上回ってしまう場合があるという問題点があった。
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【００１１】
　そこで、本発明は、上述した課題を解決するためになされたものであり、無線区間等の
遅延時間が固定である区間（以下、遅延時間固定区間）と並行してＩＰネットワークを介
してＴＳパケットを送信する場合に、ＩＰネットワークにおけるＴＳパケットの遅延時間
を遅延時間固定区間におけるＴＳパケットの遅延時間に合わせるように調整することがで
きるＩＰネットワーク受信装置、ＩＰネットワーク送信装置、放送システム及びプログラ
ムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の第１の特徴は、遅延時間固定区間と並行してＩＰネットワークを介してＴＳパ
ケットを送信するように構成されている放送システムで用いられるＩＰネットワーク受信
装置であって、前記ＩＰネットワークを介して前記ＴＳパケットを受信するように構成さ
れている受信部と、前記遅延時間固定区間における前記ＴＳパケットの遅延時間と前記Ｉ
Ｐネットワークにおける前記ＴＳパケットの遅延時間とに基づいて、１つのＩＰパケット
内に入れる前記ＴＳパケットの数、及び、前方誤り訂正処理用のパリティを付与するため
に作成するマトリクスのサイズを算出するように構成されている算出部と、前記放送シス
テムで用いられるＩＰネットワーク送信装置に対して、前記ＴＳパケットの数及び前記マ
トリクスのサイズを送信するように構成されている送信部とを具備することを要旨とする
。
【００１３】
　本発明の第２の特徴は、遅延時間固定区間と並行してＩＰネットワークを介してＴＳパ
ケットを送信するように構成されている放送システムで用いられるＩＰネットワーク送信
装置であって、前記放送システムで用いられるＩＰネットワーク受信装置から受信した情
報に基づいて、１つのＩＰパケット内に入れる前記ＴＳパケットの数、及び、前方誤り訂
正処理用のパリティを付与するために作成するマトリクスのサイズを設定するように構成
されている設定部を具備することを要旨とする。
【００１４】
　本発明の第３の特徴は、遅延時間固定区間と並行してＩＰネットワークを介してＴＳパ
ケットを送信するように構成されている放送システムで用いられるＩＰネットワーク送信
装置であって、前記放送システムで用いられるＩＰネットワーク受信装置から受信した前
記遅延時間固定区間における前記ＴＳパケットの遅延時間と前記ＩＰネットワークにおけ
る前記ＴＳパケットの遅延時間とに基づいて、１つのＩＰパケット内に入れる前記ＴＳパ
ケットの数、及び、前方誤り訂正処理用のパリティを付与するために作成するマトリクス
のサイズを算出して設定するように構成されている設定部を具備することを要旨とする。
【００１５】
　本発明の第４の特徴は、遅延時間固定区間と並行してＩＰネットワークを介してＴＳパ
ケットを送信するように構成されている放送システムであって、ＩＰネットワーク送信装
置及びＩＰネットワーク受信装置を具備しており、前記ＩＰネットワーク受信装置は、前
記ＩＰネットワークを介して前記ＴＳパケットを受信するように構成されている受信部と
、前記遅延時間固定区間における前記ＴＳパケットの遅延時間と前記ＩＰネットワークに
おける前記ＴＳパケットの遅延時間とに基づいて、１つのＩＰパケット内に入れる前記Ｔ
Ｓパケットの数、及び、前方誤り訂正処理用のパリティを付与するために作成するマトリ
クスのサイズを算出するように構成されている算出部と、前記ＩＰネットワーク送信装置
に対して、前記ＴＳパケットの数及び前記マトリクスのサイズを送信するように構成され
ている送信部とを具備しており、前記ＩＰネットワーク送信装置は、前記ＩＰネットワー
ク受信装置から受信した前記ＴＳパケットの数及び前記マトリクスのサイズを設定するよ
うに構成されている設定部を具備することを要旨とする。
【００１６】
　本発明の第５の特徴は、遅延時間固定区間と並行してＩＰネットワークを介してＴＳパ
ケットを送信するように構成されている放送システムであって、ＩＰネットワーク送信装
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置及びＩＰネットワーク受信装置を具備しており、前記ＩＰネットワーク受信装置は、前
記ＩＰネットワークを介して前記ＴＳパケットを受信するように構成されている受信部と
、前記ＩＰネットワーク送信装置に対して、前記遅延時間固定区間における前記ＴＳパケ
ットの遅延時間と前記ＩＰネットワークにおける前記ＴＳパケットの遅延時間を送信する
ように構成されている送信部とを具備しており、前記ＩＰネットワーク送信装置は、前記
ＩＰネットワーク受信装置から受信した前記遅延時間固定区間における前記ＴＳパケット
の遅延時間と前記ＩＰネットワークにおける前記ＴＳパケットの遅延時間とに基づいて、
１つのＩＰパケット内に入れる前記ＴＳパケットの数、及び、前方誤り訂正処理用のパリ
ティを付与するために作成するマトリクスのサイズを算出して設定するように構成されて
いる設定部を具備することを要旨とする。
【００１７】
　本発明の第６の特徴は、ＩＰネットワークを介してＩＰネットワーク送信装置からＴＳ
パケットを受信するように構成されている受信部と、前記ＩＰネットワークにおける前記
ＴＳパケットの遅延時間に基づいて、１つのＩＰパケット内に入れる前記ＴＳパケットの
数、及び、前方誤り訂正処理用のパリティを付与するために作成するマトリクスのサイズ
を算出するように構成されている算出部と、前記ＩＰネットワーク送信装置に対して、前
記ＴＳパケットの数及び前記マトリクスのサイズを送信するように構成されている送信部
とを具備することを要旨とする。
【００１８】
　本発明の第７の特徴は、ＩＰネットワークを介してＩＰネットワーク受信装置に対して
ＴＳパケットを送信するように構成されている送信部と、前記ＩＰネットワーク受信装置
から受信した前記ＩＰネットワークにおける前記ＴＳパケットの遅延時間に基づいて、１
つのＩＰパケット内に入れる前記ＴＳパケットの数、及び、前方誤り訂正処理用のパリテ
ィを付与するために作成するマトリクスのサイズを算出して設定するように構成されてい
る設定部を具備することを要旨とする。
【００１９】
　本発明の第８の特徴は、コンピュータを、上述のＩＰネットワーク受信装置として機能
させるためのプログラムであることを要旨とする。
【００２０】
　本発明の第９の特徴は、コンピュータを、上述のＩＰネットワーク送信装置として機能
させるためのプログラムであることを要旨とする。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、遅延時間固定区間と並行してＩＰネットワークを介してＴＳパケット
を送信する場合に、ＩＰネットワークにおけるＴＳパケットの遅延時間を遅延時間固定区
間におけるＴＳパケットの遅延時間に合わせるように調整することができるＩＰネットワ
ーク受信装置、ＩＰネットワーク送信装置、放送システム及びプログラムを提供すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】図１は、第１の実施形態に係る放送システム１の構成図の一例である。
【図２】図２は、第１の実施形態に係るＩＰネットワーク送信装置１０の機能ブロック図
の一例である。
【図３】図３は、第１の実施形態に係るＩＰネットワーク受信装置３０の機能ブロック図
の一例である。
【図４】図４は、第１の実施形態に係るＩＰネットワーク送信装置１０の動作を示すフロ
ーチャートの一例である。
【図５】図５は、第１の実施形態に係るＩＰネットワーク受信装置３０の動作を示すフロ
ーチャートの一例である。
【図６】図６は、第２の実施形態に係る放送システム１の構成図の一例である。
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【図７】図７は、第３の実施形態に係る放送システム１の構成図の一例である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
（第１の実施形態）
　以下、図１～図５を参照して、本発明の第１の実施形態に係る放送システム１００につ
いて説明する。
【００２４】
　本実施形態に係る放送システム１００は、遅延時間固定区間３と並行してＩＰネットワ
ーク６を介してＴＳパケットを送信するように構成されている。ここで、遅延時間固定区
間３の伝送路としては、無線回線や有線の専用線や光のダークファイバ等であってもよい
。したがって、遅延時間固定区間３は、無線区間や専用線区間や光ファイバ区間等と呼ば
れてもよい。以下、本実施形態では、遅延時間固定区間３として無線区間を用いるケース
を例に挙げて説明する。
【００２５】
　図１に示すように、本実施形態に係る放送システム１００は、ＮＳＩ（Ｎｅｔｗｏｒｋ
　Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）多重装置１と、送信装置
２と、受信装置４と、切替装置５と、ＩＰネットワーク送信装置１０と、ＩＰネットワー
ク受信装置３０と、ＧＰＳ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）基
準信号発生器７と、ＧＰＳ基準信号発生器８とを具備している。
【００２６】
　ＧＰＳ基準信号発生器７及びＧＰＳ基準信号発生器８は、１０ＭＨｚ及び１ＰＰＳ（Ｐ
ｕｌｓｅ　Ｐｅｒ　Ｓｅｃｏｎｄ）のＧＰＳ基準信号を生成するように構成されている。
【００２７】
　ＮＳＩ多重装置１は、放送局の運行装置（図示せず）から、ＴＳパケット（２０４バイ
ト）を受信し、ＧＰＳ基準信号発生器７から、上述のＧＰＳ基準信号を受信するように構
成されている。ここで、ＮＳＩ多重装置１は、かかるＧＰＳ基準信号に基づいて、受信し
たＴＳパケットに対して、時刻情報（タイムスタンプ）を含むＮＳＩ情報を付与するよう
に構成されている。
【００２８】
　送信装置２は、ＮＳＩ多重装置１からＴＳパケットを受信し、遅延時間固定区間３を介
して、かかるＴＳパケットを受信装置４に対して送信するように構成されている。
【００２９】
　受信装置４は、遅延時間固定区間３を介して送信装置２からＴＳパケットを受信し、か
かるＴＳパケットを切替装置５に対して送信するように構成されている。
【００３０】
　切替装置５は、受信装置４及びＩＰネットワーク受信装置３０から受信したＴＳパケッ
トのどちらかをＯＦＤＭ変調器等の後段装置（図示せず）に送信するように構成されてい
る。
【００３１】
　ＩＰネットワーク送信装置１０は、ＮＳＩ多重装置１からＴＳパケットを受信し、ＩＰ
ネットワーク６を介して、かかるＴＳパケットをＩＰネットワーク受信装置３０に対して
送信するように構成されている。ＩＰネットワーク送信装置１０は、「ＴＳ　ｏｖｅｒ　
ＩＰ送信装置」と呼ばれてもよい。
【００３２】
　図２に示すように、ＩＰネットワーク送信装置１０は、受信部１１と、パラメータ設定
部１２と、ＩＰパケット生成部１３と、送信部１４とを具備している。
【００３３】
　受信部１１は、ＮＳＩ多重装置１からＴＳパケットを受信するように構成されている。
また、受信部１１は、ＩＰネットワーク受信装置３０からフィードバック情報を受信する
ように構成されている。かかるフィードバック情報には、１つのＩＰパケット内に入れる
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ＴＳパケットの数（カプセル数）を示す情報や、前方誤り訂正（例えば、Ｐｒｏ-ＭＰＥ
Ｇ　ＦＥＣ）処理用のパリティを付与するために作成するマトリクス（検査行列）のサイ
ズを示す情報が含まれている。
【００３４】
　パラメータ設定部１２は、受信部１１によって受信されたフィードバック情報に基づい
て、１つのＩＰパケット内に入れるＴＳパケットの数、及び、前方誤り訂正処理（例えば
、Ｐｒｏ-ＭＰＥＧ　ＦＥＣ）用のパリティを付与するために作成するマトリクスのサイ
ズ等のパラメータを設定するように構成されている。
【００３５】
　ＩＰパケット生成部１３は、受信部１１によって受信された２０４バイトのＴＳパケッ
トを複数纏めて１つのＩＰパケットに埋め込むように構成されている。
【００３６】
　また、ＩＰパケット生成部１３は、ＩＰパケット損失によるデータ欠損を補うために、
ＩＰパケットに対して前方誤り訂正処理（例えば、Ｐｒｏ-ＭＰＥＧ　ＦＥＣ）用のパリ
ティを付与するように構成されている。
【００３７】
　例えば、ＩＰパケット生成部１３は、複数のＴＳパケットを一旦バッファに溜めておき
、パラメータ設定部１２によって設定されたマトリクスのサイズ（ｍ行×ｎ列）に基づい
て生成したｍ行×ｎ列のマトリクスに複数のＴＳパケットを順次挿入していき、かかるマ
トリクスの各行及び各列の少なくとも一方にパリティを付与することによって、ＩＰネッ
トワーク受信装置３０に対して送信すべきＩＰパケットを生成するように構成されている
。
【００３８】
　送信部１４は、ＩＰネットワーク受信装置３０に対して、ＩＰパケット生成部１３によ
って生成されたＩＰパケットを送信するように構成されている。
【００３９】
　ＩＰネットワーク受信装置３０は、ＩＰネットワーク６を介してＩＰネットワーク送信
装置１０から複数のＴＳパケットを含むＩＰパケットを受信し、切替装置５に対して、か
かるＴＳパケットを送信するように構成されている。ＩＰネットワーク受信装置３０は、
「ＴＳ　ｏｖｅｒ　ＩＰ受信装置」と呼ばれてもよい。
【００４０】
　図３に示すように、ＩＰネットワーク受信装置３０は、受信部３１と、測定部３２と、
算出部３３と、第１送信部３４と、第２送信部３５とを具備している。
【００４１】
　受信部３１は、ＩＰネットワーク送信装置１０から、ＩＰネットワーク６を介して複数
のＴＳパケットを含むＩＰパケットを受信するように構成されている。ここで、受信部３
１は、かかるＩＰパケットに対する前方誤り訂正（例えば、Ｐｒｏ-ＭＰＥＧ　ＦＥＣ）
処理を行うように構成されている。
【００４２】
　また、受信部３１は、受信装置４から、ＮＳＩ情報を含むＴＳパケットを受信するよう
に構成されている。
【００４３】
　さらに、受信部３１は、ＧＰＳ基準信号発生器８から、上述のＧＰＳ基準信号を受信す
るように構成されている。
【００４４】
　測定部３２は、受信部３１によって受信された受信装置４及びＩＰネットワーク送信装
置１０からのＴＳパケットに含まれているＮＳＩ情報と共に、受信部３１によって受信さ
れたＧＰＳ基準信号発生器８からのＧＰＳ基準信号に基づいて、遅延時間固定区間３にお
けるＴＳパケットの遅延時間及びＩＰネットワーク６におけるＴＳパケットの遅延時間を
測定するように構成されている。
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【００４５】
　具体的には、測定部３２は、受信部３１によって受信された受信装置４からのＴＳパケ
ットに含まれているＮＳＩ情報（送信装置２によるＴＳパケットの送信時刻）及び受信部
３１によって受信されたＧＰＳ基準信号発生器８からのＧＰＳ基準信号（ＩＰネットワー
ク受信装置３０によるＴＳパケットの受信時刻）から、遅延時間固定区間３におけるＴＳ
パケットの遅延時間を測定するように構成されていてもよい。
【００４６】
　ここで、遅延時間固定区間３におけるＴＳパケットの遅延時間は、遅延時間固定区間３
におけるＴＳパケットの伝搬遅延時間及び受信装置４におけるＴＳパケットを含む無線信
号に対する誤り訂正処理の時間によって構成されている。なお、かかる誤り訂正処理では
、リードソロモン符号及び畳み込み符号の連結符号を使用するように構成されていてもよ
い。
【００４７】
　また、測定部３２は、受信部３１によって受信されたＩＰネットワーク送信装置１０か
らのＴＳパケットに含まれているＮＳＩ情報（ＩＰネットワーク送信装置１０によるＴＳ
パケットの送信時刻）及び受信部３１によって受信されたＧＰＳ基準信号発生器８からの
ＧＰＳ基準信号（ＩＰネットワーク受信装置３０によるＴＳパケットの受信時刻）から、
ＩＰネットワーク６におけるＴＳパケットの遅延時間を測定するように構成されていても
よい。
【００４８】
　ここで、ＩＰネットワーク６におけるＴＳパケットの遅延時間は、ＩＰネットワーク６
におけるＴＳパケットの伝搬遅延時間及びＩＰネットワーク受信装置３０（受信部３１）
におけるＩＰパケットに対する前方誤り訂正（例えば、Ｐｒｏ-ＭＰＥＧ　ＦＥＣ）処理
の時間によって構成されている。
【００４９】
　算出部３３は、測定部３２によって測定された遅延時間固定区間３におけるＴＳパケッ
トの遅延時間とＩＰネットワーク６におけるＴＳパケットの遅延時間とに基づいて、上述
のＴＳパケットの数及びマトリクスのサイズを算出するように構成されている。
【００５０】
　ここで、放送システム１００におけるＴＳパケットの伝送ビットレートを「ｒ」とし、
上述の１つのＩＰパケット内に入れるＴＳパケットの数を「ａ」とし、上述のマトリクス
の行の数を「ｍ」とし、マトリクスの列の数を「ｎ」とすると、算出部３３は、式「ｔｍ

ｉｎ＝（２０４×８×ｍ×ｎ×ａ）/ｒ（秒）」によって、ＩＰネットワーク６における
ＴＳパケットの必要最小遅延時間「ｔｍｉｎ」を算出するように構成されている。
【００５１】
　また、ＩＰネットワーク６におけるＴＳパケットの伝送にかかる時間を「ｔｎｅｔ」と
し、ＩＰネットワーク６における伝送ゆらぎを吸収するための追加バッファ設定時間を「
ｔｂ」とすると、算出部３３は、式「ｔｔｏｔａｌ＝ｔｎｅｔ＋ｔｂ＋ｔｍｉｎ」によっ
て、ＩＰネットワーク６におけるＴＳパケットの伝送遅延時間（すなわち、ＩＰネットワ
ーク送信装置１０とＩＰネットワーク受信装置３０との間のトータルの伝送遅延時間）「
ｔｔｏｔａｌ」を算出するように構成されている。
【００５２】
　なお、本実施形態に係る放送システム１００におけるＴＳパケットの伝送速度は、３２
.５０８Ｍｂｐｓ（５１２/６３×４ Ｍｂｐｓ）である。また、上述の式における「２０
４×８」は、１個のＴＳパケットのビット数を示す。
【００５３】
　その結果、算出部３３は、ＩＰネットワーク６におけるＴＳパケットの伝送遅延時間「
ｔｔｏｔａｌ」が、測定部３２によって測定された遅延時間固定区間３におけるＴＳパケ
ットの遅延時間と同等になるように、上述のＴＳパケットの数及びマトリクスのサイズを
算出するように構成されている。
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【００５４】
　第１送信部３４は、切替装置５に対してＴＳパケットを送信するように構成されている
。
【００５５】
　また、第２送信部３５は、ＩＰネットワーク送信装置１０に対して、算出部３３によっ
て算出されたＴＳパケットの数（ａ）及びマトリクスのサイズ（ｍ×ｎ）を送信するよう
に構成されている。
【００５６】
　図４に、本実施形態に係るＩＰネットワーク送信装置１０の動作の一例について説明す
るためのフローチャートについて示す。
【００５７】
　図４に示すように、ステップＳ１０１において、ＩＰネットワーク送信装置１０は、Ｉ
Ｐネットワーク受信装置３０からフィードバック情報を受信する。
【００５８】
　ステップＳ１０２において、ＩＰネットワーク送信装置１０は、かかるフィードバック
情報に含まれているＴＳパケットの数（ａ）及びマトリクスのサイズ（ｍ×ｎ）に基づい
て、パラメータの設定を行う。
【００５９】
　ステップＳ１０３において、ＩＰネットワーク送信装置１０は、設定されたパラメータ
に基づいて、複数のＴＳパケットを含むＩＰパケットを生成してＩＰネットワーク受信装
置３０に送信する。
【００６０】
　図５に、本実施形態に係るＩＰネットワーク受信装置３０の動作の一例について説明す
るためのフローチャートについて示す。
【００６１】
　図５に示すように、ステップＳ２０１において、ＩＰネットワーク受信装置３０は、受
信装置４及びＩＰネットワーク送信装置１０からのＴＳパケットに含まれているＮＳＩ情
報と共に、ＧＰＳ基準信号発生器８からのＧＰＳ基準信号に基づいて、遅延時間固定区間
３におけるＴＳパケットの遅延時間及びＩＰネットワーク６におけるＴＳパケットの遅延
時間を測定する。
【００６２】
　ステップＳ２０２において、ＩＰネットワーク受信装置３０は、遅延時間固定区間３に
おけるＴＳパケットの遅延時間及びＩＰネットワーク６におけるＴＳパケットの遅延時間
に基づいて、ＴＳパケットの数（ａ）及びマトリクスのサイズ（ｍ×ｎ）を算出する。
【００６３】
　ステップＳ２０３において、ＩＰネットワーク受信装置３０は、ＩＰネットワーク送信
装置１０に対して、ＴＳパケットの数（ａ）及びマトリクスのサイズ（ｍ×ｎ）を含むフ
ィードバック情報を送信する。
【００６４】
　本実施形態に係る放送システム１００によれば、ＩＰネットワーク受信装置３０におい
てＴＳパケットの数（ａ）及びマトリクスのサイズ（ｍ×ｎ）を調整することで、ＩＰネ
ットワーク６におけるＴＳパケットの遅延時間を遅延時間固定区間３におけるＴＳパケッ
トの遅延時間に合わせるように調整することができる。
【００６５】
　なお、遅延時間固定区間３におけるＴＳパケットの遅延時間が、「ｔｎｅｔ＋ｔｍｉｎ

」よりも大きい場合には、ＩＰネットワーク受信装置３０の追加バッファ設定時間を「ｔ

ｂ」を大きくして、ＩＰネットワーク６におけるＴＳパケットの遅延時間を遅延時間固定
区間３におけるＴＳパケットの遅延時間に合わせるように調整してもよい。
【００６６】
（第２の実施形態）
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　以下、図６を参照して、本発明の第２の実施形態に係る放送システム１００について、
上述の第１の実施形態に係る放送システム１００との相違点に着目して説明する。
【００６７】
　図６に示すように、本実施形態に係る放送システム１００では、ＧＰＳ基準信号発生器
７は、ＩＰネットワーク送信装置１０に対して、上述のＧＰＳ基準信号を送信するように
構成されている。
【００６８】
　また、本実施形態に係るＩＰネットワーク送信装置１０において、ＩＰパケット生成部
１３は、受信部１１によって受信されたＧＰＳ基準信号発生器７からのＧＰＳ基準信号に
基づいて、タイムスタンプをＩＰパケットに付与するように構成されている。
【００６９】
　さらに、本実施形態に係るＩＰネットワーク受信装置３０において、測定部３２は、受
信部３１によって受信された受信装置４からのＴＳパケットに含まれているＮＳＩ情報に
基づいて、遅延時間固定区間３におけるＴＳパケットの遅延時間を測定し、受信部３１に
よって受信されたＩＰネットワーク送信装置１０及びＩＰネットワーク受信装置３０に入
力されたＧＰＳ基準信号に基づいて、ＩＰネットワーク６におけるＴＳパケットの遅延時
間を測定するように構成されている。
【００７０】
　具体的には、測定部３２は、受信部３１によって受信されたＩＰネットワーク送信装置
１０に入力されたＧＰＳ基準信号（ＩＰネットワーク送信装置１０によるＴＳパケットの
送信時刻）及び受信部３１によって受信されたＧＰＳ基準信号発生器８からのＧＰＳ基準
信号（ＩＰネットワーク受信装置３０によるＴＳパケットの受信時刻）から、ＩＰネット
ワーク６におけるＴＳパケットの遅延時間を測定するように構成されていてもよい。
【００７１】
　本実施形態に係る放送システム１００によれば、受信部３１によって受信されたＩＰネ
ットワーク送信装置１０からのＴＳパケットに含まれているＮＳＩ情報を用いることなく
、ＧＰＳ基準信号発生器７/８からのＧＰＳ基準信号のみで、ＩＰネットワーク受信装置
３０においてＴＳパケットの数（ａ）及びマトリクスのサイズ（ｍ×ｎ）を調整すること
できるので、より正確にＩＰネットワーク６におけるＴＳパケットの遅延時間を遅延時間
固定区間３におけるＴＳパケットの遅延時間に合わせるように調整することができる。
【００７２】
（第３の実施形態）
　以下、図７を参照して、本発明の第３の実施形態に係る放送システム１００について、
上述の第１及び第２の実施形態に係る放送システム１００との相違点に着目して説明する
。
【００７３】
　図７に示すように、本実施形態に係る放送システム１００では、上述の第２の実施形態
に係る放送システム１００と同様に、ＧＰＳ基準信号発生器７は、ＩＰネットワーク送信
装置１０に対して、上述のＧＰＳ基準信号を送信するように構成されている。
【００７４】
　また、図７に示すように、本実施形態に係る放送システム１００では、受信装置４は、
ＩＰネットワーク受信装置３０に対して、遅延時間固定区間３を介して受信したＴＳパケ
ットを送信しないように構成されている。
【００７５】
　本実施形態に係るＩＰネットワーク受信装置３０において、測定部３２は、受信部３１
によって受信されたＩＰネットワーク送信装置１０及びＩＰネットワーク受信装置３０に
入力されたＧＰＳ基準信号に基づいて、ＩＰネットワーク６におけるＴＳパケットの遅延
時間を測定するように構成されている。
【００７６】
　具体的には、測定部３２は、受信部３１によって受信されたＩＰネットワーク送信装置
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１０に入力されたＧＰＳ基準信号（ＩＰネットワーク送信装置１０によるＴＳパケットの
送信時刻）及び受信部３１によって受信されたＧＰＳ基準信号発生器８からのＧＰＳ基準
信号（ＩＰネットワーク受信装置３０によるＴＳパケットの受信時刻）から、ＩＰネット
ワーク６におけるＴＳパケットの遅延時間を測定するように構成されていてもよい。
【００７７】
　なお、本実施形態に係るＩＰネットワーク受信装置３０では、測定部３２は、遅延時間
固定区間３におけるＴＳパケットの遅延時間について測定しないように構成されている。
【００７８】
　また、本実施形態に係るＩＰネットワーク受信装置３０において、算出部３３は、測定
部３２によって測定されたＩＰネットワーク６におけるＴＳパケットの遅延時間と共に、
手動で設定された遅延時間固定区間３におけるＴＳパケットの遅延時間に基づいて、ＴＳ
パケットの数（ａ）及びマトリクスのサイズ（ｍ×ｎ）を算出するように構成されている
。
【００７９】
　本実施形態に係る放送システム１００によれば、遅延時間固定区間３におけるＴＳパケ
ットの遅延時間について測定することなく、ＩＰネットワーク受信装置３０においてＴＳ
パケットの数（ａ）及びマトリクスのサイズ（ｍ×ｎ）を調整することできるので、少な
い処理負荷でＩＰネットワーク６におけるＴＳパケットの遅延時間を遅延時間固定区間３
におけるＴＳパケットの遅延時間に合わせるように調整することができる。
【００８０】
（変更例）
　なお、上述の実施形態に係る放送システム１００において、上述のＩＰネットワーク送
信装置１０及びＩＰネットワーク受信装置３０について、送信装置２及び受信装置４と対
にして使用しなくてもよい。
【００８１】
　かかる場合、算出部３３は、ＩＰネットワーク６におけるＴＳパケットの伝送遅延時間
「ｔｔｏｔａｌ」が、指定された遅延時間と同等になるように、上述のＴＳパケットの数
及びマトリクスのサイズを算出するように構成されている。
【００８２】
　かかる構成によれば、上述のパラメータを変更することによって、ＩＰネットワーク６
におけるＴＳパケットの遅延時間を指定された遅延時間と同等になるように調整すること
ができる。
【００８３】
　なお、上述の実施形態に係る放送システム１００において、ＩＰネットワーク受信装置
３０の送信部３４は、ＩＰネットワーク送信装置１０に対して、ＴＳパケットの数（ａ）
及びマトリクスのサイズ（ｍ×ｎ）の代わりに、遅延時間固定区間３におけるＴＳパケッ
トの遅延時間及びＩＰネットワーク６における前記ＴＳパケットの遅延時間を含むフィー
ドバック情報を送信するように構成されていてもよい。
【００８４】
　かかる場合、ＩＰネットワーク送信装置１０のパラメータ設定部１２は、ＩＰネットワ
ーク受信装置３０から受信したフィードバック情報に含まれる遅延時間固定区間３におけ
るＴＳパケットの遅延時間とＩＰネットワーク６におけるＴＳパケットの遅延時間とに基
づいて、ＩＰネットワーク受信部３０の算出部３３と同様に、上述のＴＳパケットの数（
ａ）及びマトリクスのサイズ（ｍ×ｎ）を算出して設定するように構成されていてもよい
。
【００８５】
　かかる変更例に係る放送システム１００によれば、ＩＰネットワーク送信装置１０とＩ
Ｐネットワーク受信装置３０との間で適切な処理負荷の分担を行うことができる。
【００８６】
（その他の実施形態）
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　上述のように、本発明について、上述した実施形態によって説明したが、かかる実施形
態における開示の一部をなす論述及び図面は、本発明を限定するものであると理解すべき
ではない。かかる開示から当業者には様々な代替実施形態、実施例及び運用技術が明らか
となろう。
【００８７】
　また、上述の実施形態では特に触れていないが、上述のＩＰネットワーク送信装置１０
及びＩＰネットワーク受信装置３０によって行われる各処理をコンピュータに実行させる
プログラムが提供されてもよい。また、かかるプログラムは、コンピュータ読取り可能媒
体に記録されていてもよい。コンピュータ読取り可能媒体を用いれば、かかるプログラム
をコンピュータにインストールすることが可能である。ここで、かかるプログラムが記録
されたコンピュータ読取り可能媒体は、非一過性の記録媒体であってもよい。非一過性の
記録媒体は、特に限定されるものではないが、例えば、ＣＤ-ＲＯＭやＤＶＤ-ＲＯＭ等の
記録媒体であってもよい。
【００８８】
　或いは、上述のＩＰネットワーク送信装置１０及びＩＰネットワーク受信装置３０内の
少なくとも一部の機能を実現するためのプログラムを記憶するメモリ及びメモリに記憶さ
れたプログラムを実行するプロセッサによって構成されるチップが提供されてもよい。
【符号の説明】
【００８９】
１００…放送システム
１…ＮＳＩ多重装置
２…送信装置
３…遅延時間固定区間
４…受信装置
５…切替装置
６…ＩＰネットワーク
７、８…ＧＰＳ基準信号発生器
１０…ＩＰネットワーク送信装置
１１…受信部
１２…パラメータ設定部
１３…ＩＰパケット生成部
１４…送信部
３０…ＩＰネットワーク受信装置
３１…受信部
３２…測定部
３３…算出部
３４…第１送信部
３５…第２送信部
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